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  中泉・今之浦地区 

（１）地区の現況 

● 
 

● 
 

 
● 

 
 

● 
 

中泉・今之浦地区は、面積約 455.9ha(全域が市街化区域)で JR 磐田駅や市役所本庁舎等の
主要な公共施設が立地する本市の中心的地区です。 
JR 磐田駅と今之浦地区の(都)中央幹線沿道等を中心に商業業務系、その周辺に住居系の市
街地が形成されており、住居系市街地は、土地区画整理事業等により整備された区域と既
成市街地があります。 
JR 磐田駅北口では、土地区画整理事業等により良好な都市基盤が整備され、商業業務、居
住、交通、文化等の都市機能の集積が図られています。また、近年では駅南口についても、
商業業務機能の集積が図られています。 
2015 年(平成 27 年)の地区人口は 20,235 人で市総人口の約 12.1％に相当し、磐田駅周辺
や国府台地区等において人口密度が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査             出典：2010 年(平成 22 年)国勢調査 
に関する地域メッシュ統計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲JR 磐田駅北側                 ▲JR 磐田駅南側 

人口密度の状況 人口・世帯の推移 

地区の状況 
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（２）地域のまちづくり方針 

 

① 土地利用、市街地整備の基本方針 

● 中心都市拠点としての魅力向上（JR磐田駅北口周辺、今之浦地区等） 

JR磐田駅周辺は、土地区画整理事業、都市計画道路及び駅前広場等の都市基盤が整備されたこ

とや駅周辺に数多く立地する行政・教育施設により人々の交流が促進され、これらの人々を取り

込むことのできる魅力ある土地利用を図ります。また、商店街においても、引き続き様々な世代

が足を止めるような楽しいイベントや仕掛けづくりに努めます。 

・JR磐田駅の駅前北口地区は、商業業務地区と位置づけ、既存の用途地域規制や地区計画制

度に加え、立地適正化計画制度の活用により、中心都市拠点としての魅力を一層高めるた

め、中心的な行政・教育施設や広域から多くの人を受け入れる商業・医療・福祉施設等の

多様な都市機能を誘導します。 

・JR磐田駅周辺や今之浦地区、基幹的なバス路線となっている(都)磐田駅天竜線等の沿道は、

複合市街地地区と位置づけ、駅前地区を補完する商業・業務施設等や日常生活に必要となる

医療・福祉施設等の都市機能を誘導し、さらに居住を誘導することで生活の利便性が高く、

にぎわいのある市街地形成を図ります。 

・JR磐田駅周辺等の未利用地については、民間活力の活用など民間主導の取り組みを誘導し

ます。 

 

● にぎわいが持続される土地利用（(都)磐田山梨線沿道） 

(都)磐田山梨線沿道は、沿道市街地地区と位置づけ、既存の用途地域規制により周辺の居住環境

に配慮した沿道サービス機能を誘導し、にぎわいが持続される土地利用を図ります。 

 

● 駅南口周辺における都市機能及び居住の誘導（JR磐田駅南口周辺） 

JR磐田駅南口周辺は、複合市街地地区と位置づけ、既存の用途地域規制に加え、立地適正化計画

制度の活用により、駅利用者や観光客等を対象とした商業・業務施設等の都市機能を誘導し、さら

に居住を誘導することで生活の利便性が高く、にぎわいのある市街地の形成を図ります。 

 また、JR東海道本線沿線・磐田久保川以西等の区域は、住工複合地区と位置づけ、周辺の居住環

境に十分配慮し、商業施設や工場等が共存する土地利用を誘導します。 

 

● 周辺環境と調和した産業振興 

産業集積地区では、今後とも産業の振興を図るとともに、産業集積地区周辺は、需要に応じて周

辺環境との調和や土地利用規制との調整を図った上で工場等の立地を検討します。 

～ 歩いて楽しめる多様な都市の機能の維持・集積 ～ 
・商業・医療・福祉・子育て・教育等の多様な都市機能の維持と誘導 

・地区内の未利用地は、民間活力等を活用した土地利用を検討 
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② 道路・交通の基本方針 

● 磐田駅を中心とした歩道空間の確保 

ジュビロード（(都)磐田駅天竜線）は、駅北土地区画整理事業や電線地中化等の事業により、歩

行者が安全・快適に歩いて回れる良好な歩道空間が確保されていることから、これら道路環境を維

持することで、駅からの買い物客等の誘導や駅前軽トラ市の開催など、にぎわいあるまちにつなげ

ます。 

 

● 幹線道路の整備 

(都)豊島加茂線や(都)磐田山梨線の整備を推進するとともに、(都)磐田細江線の概成済区間の歩

道整備等を検討します。 

 

● 公共交通網の確保 

市営駐車場が整備されているJR磐田駅周辺は、商業・医療・福祉施設等の都市機能や居住の誘導

により、生活の利便性が向上し、居住者の増加が見込まれることから、鉄道やバスの利用者の確保

につなげます。 

 また、デマンド型乗合タクシーは、交通弱者に対して効果的で、継続性の高い公共交通手段であ

るため、JR磐田駅や通院・買い物施設などへの移動手段として確保に努めます。 

 

③ 緑地･水辺の基本方針 

● 中心都市拠点の良好な環境形成に向けた公園・緑地等の整備 

特別史跡である遠江国分寺史跡公園は、再整備により多くの市民の憩いの場・交流の場として活

用するとともに、駅や見付地区と一体となった、歩いて歴史を楽しめる観光の場としても魅力を高

めます。 

また、今ノ浦川や加茂川、磐田久保川などの河川空間や府八幡宮の社の緑地、街路樹等は、緑の

つながりにより良好な景観の形成やまちにうるおいを与える自然空間として保全に努めます。 

 なお、今之浦市有地は、今之浦公園と合わせて市民の憩いの場となるよう検討していきます。 

 

④ 都市環境の基本方針 

● 水害対策の推進 

大雨時の浸水被害を軽減するため、引き続き久保川治水プロジェクト事業に基づく浸水対策事業

を推進します。 
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まちづくり方針図：中泉･今之浦地区 

【産業集積地区周辺】 

▸ 周辺環境や土地利用規制と調整

の上、工場等の立地を検討 

 

▸ 駅から教育・公共施設等を結ぶ歩道空間の確保 

▸ 地区内の緑地や河川は、良好な景観形成やうる

おいを与える自然空間として保全に努める 

▸ 今之浦公園等の適切な維持管理 

【今之浦地区及びその周辺】 

▸ 商業・業務機能等や居住の誘導 
【一般住宅地区】 

▸ 緑豊かなゆとりある居住環境の保全 

▸ 住宅と工場等が共存・調和した

土地利用の誘導 【JR磐田駅北口周辺】 

▸ 駅前北口地区は、商業・医療・福祉等

の多様な都市機能を誘導 

▸ 低未利用地の活用検討 

【JR磐田駅南口周辺】 

▸ 商業・業務機能等や居住の誘導 

▸ 市民文化会館移転後の

跡地は、地域の活性や

にぎわい創出に資する

土地利用を検討 
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